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ま え が き 

 

一般社団法人電波産業会は、無線機器製造者、電気通信事業者、放送事業者及び利用者

の参加を得て、各種の電波利用システムに関する無線設備の標準的な仕様等の基本的な技

術条件を「標準規格」として策定している。 

「標準規格」は、周波数の有効利用及び他の利用者との混信の回避を図る目的から定め

られる国の技術基準と、併せて無線設備の適性品質、互換性の確保等、無線機器製造者、

電気通信事業者、放送事業者及び利用者の利便を図る目的から策定される民間の任意基準

を取りまとめて策定される民間の規格である。 

本標準規格は、「ＣＳデジタル放送用受信装置」について策定されたもので、策定段階に

おける公正性及び透明性を確保するため、内外無差別に広く無線機器製造者、電気通信事

業者、放送事業者及び利用者の利害関係者の参加を得た当産業会の規格会議の総意により

策定されたものである。 

デジタル受信機標準化においては、家庭用としての普及用機器から高級機器までの商品

としての自由性と、放送方式の前提となる必須の項目や将来への拡張性など受信利益の確

保の両面から、将来の在り方を含めた検討が必要であるが、商品化までの期限が限られて

いたことから、本標準規格では、当面のニーズに合わせつつ将来の拡張性を妨げない最低

限の機能・インタフェースの標準化と、実用化初期としてコストインパクトを可能な限り

抑えることに主眼をおいて第１段階の仕様として取りまとめた。このため、本仕様は今後

のデジタル放送のサービス展開や周辺デジタル環境の普及発展ならびに民生デジタル技術

の進展に合わせ、測定法も含めて見直しを行うことを前提とした。 

本標準規格が、無線機器製造者、電気通信事業者、放送事業者及び利用者に積極的に活

用されることを希望する。 

 

注意： 

本標準規格では、本標準規格に係わる必須の工業所有権に関して特別の記述は行われて

いないが、当該必須の工業所有権の権利所有者は、「本標準規格に係わる工業所有権である

別表 1 及び別表 2 に掲げる権利は、別表 1 及び別表 2 に掲げる者の保有するところのもの

であるが、本規格を使用する者に対し、別表 1 の場合には一切の権利主張をせず、無条件

で当該別表 1 に掲げる権利の実施を許諾し、別表 2 の場合には適切な条件の下に、非排他
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的かつ無差別に当該別表 2 に掲げる権利の実施を許諾する。ただし、本標準規格を使用す

る者が本標準規格で規定する内容の全部又は一部が対象となる必須の工業所有権を所有し、

かつ、その権利を主張した場合、その者についてはこの限りではない。」旨表明している。 
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別表 1                               （第一号選択) 

 （なし） 

 

別表 2                              （第二号選択) 

特許出願人 発明の名称 出願番号等 備 考 

ソニー（株） 

送信方法、受信方法、通信方

法及び双方向バスシステム 
特開平 6- 244848

米、英、独、仏、ｵﾗﾝﾀﾞ、

ｲﾀﾘｱ、韓国、中国 

通信システム 特開平 7- 222263
米、英、独、仏、ｵﾗﾝﾀﾞ、

ﾏﾚｰｼｱ、韓国、中国、台湾

通信方式 特開平 7- 321759
米、英、独、仏、ｵﾗﾝﾀﾞ、

ｶﾅﾀﾞ、ﾏﾚｰｼｱ、韓国、中国

通信制御方式及び電子機器 特開平 8- 70486 
米、英、独、仏、ｵﾗﾝﾀﾞ、

ｵｰｽﾄﾘｱ、ｽﾍﾟｲﾝ、ｶﾅﾀﾞ、 
ﾒｷｼｺ、ﾀｲ、韓国、中国 

パケット伝送方式 特開平 8- 97807 

米、英、独、仏、ｵﾗﾝﾀﾞ、

ｵｰｽﾄﾘｱ、ｲﾀﾘｱ、ｶﾅﾀﾞ、 
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ、ﾏﾚｰｼｱ、韓国、

中国 
デジタル信号処理装置及び

方法 
特開平 9- 182066

米、英、独、仏、韓国、

中国 
ARIB STD-B1 3.0 版について包括確認書を提出

(*3) 
 

松下電器産業

（株） 

データ転送方法 特開平 7- 250072 日本、米国、欧州 

データ伝送方法 特開平 7- 264219 日本、米国、欧州 

データ転送方法 特開平 8- 51449 日本、米国、欧州 

送信装置と受信装置 特開平 8- 190515 日本、米国、欧州 

データ送信装置とデータ送

信制御装置 
特開平 8- 340338

日本、米国、欧州、中国、

韓国、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ﾍﾞﾄﾅﾑ、

ﾒｷｼｺ、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 

デジタル放送受信システム 特開平 9- 247603 日本 

KDD 株式会社 
(*1) 

最尤誤り訂正方式 特許 1460272 日本、アメリカ、イギリ

ス、フランス 
符号化装置 特許 1564176 日本、アメリカ、イギリ

ス、フランス 
複合化装置 特許 1564177 日本、アメリカ、イギリ

ス、フランス 
日本ビクター

（株）(*2) 
再生プロテクト方法及びプ

ロテクト再生装置 
特許 2853727 日本、米国、独、英、仏、

韓国、中国、インド 
情報記録方法及び情報記録

媒体 
特許 3102416 日本 
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(*1)ARIB STD-B1 1.0 版より有効（平成 12 年 3 月 30 日提出） 

(*2)ARIB STD-B1 1.0 版より有効（平成 13 年 3 月 15 日提出） 

(*3)ARIB STD-B1 3.0 版の改定部分について有効（平成 26 年 7 月 24 日受付） 
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